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【変更後】

【変更前】

МＡ値洗濯機械力の相関関係

対応する
記号なし

対応する
記号なし

ウエットクリーニング記号の
МＡ値が変更になりました
４月１日付で経済産業省の国際標準課および日
本規格協会より JIS の正誤表および訂正表が発
行され、参考値として示されているウエットク
リーニング記号のМＡ値が変更になりました

以下は変更前の内容で掲載しておりますので、訂正をお願いいたします
・本誌 2016 年５月号「新 JIS 取扱い表示への対応 vol.2」p7 図表８および対応する本文
・本誌2016 年８月号「新 JIS 取扱い表示への対応 vol.3」p9 記載の動画『新 JIS L 0001 による表示についてクリーニングに
　求められる対応』（2015 年 12 月作成）内の解説および同タイトルの組合講習会用テキスト p13・p14 記載の図表
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洗濯機械力の相関関係 МＡ値

変更後の数値にもとづき、自店のウェットクリーニングのMA値について検証してください

今年 12月１日よりスタートする新 JIS 取扱い表示について、先月号では「ウエット表示の考え方」
として、新設されたウエットクリーニングの考え方や、ウエット表示が付けられると想定される製品
等について解説しました。
今月号では自店のウエット処理方法の検証として、各ウエットクリーニング記号の参考値として示さ
れている被洗物が洗濯中に受ける洗濯機械力（MA値）を基準に、MA試験布を用いて自店のМＡ値
を測定する方法およびウエットクリーニング表示の可否を判断するための試験について概要を解説し
ます。

12 月１日から取扱い表示記号が変更になります

～ウエット処理のＭＡ値の測定と仕上げの考え方～

クリーニング業者に求められる
新JIS取扱い表示への対応

Vol.5

本誌 2016年 10月号「新 JIS 取扱い表示への対応 vol.4」p12 図表 2「ウエットクリーニング表示の考え方について」
に記載した機械力に関する表示の相関関係の図表に誤りがあり、 に対応する表示が となっていました。正しくは
です。また、 ≧ ではなく正しくは ≒ です。

お詫び申し上げるとともに訂正いたします。

図表 1 ウエットクリーニングと家庭洗濯記号の洗濯機械力（МＡ値）の相関関係お知らせ

お詫びと訂正　※全ク連ホームページ掲載のクリーニングニュース 10月号の内容は修正済みです　
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図表 2 MA 布を用いたウエットクリーニングの洗濯機械力（MA値）の測定方法について（概要）
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●日本資材株式会社
　大阪府大阪市中央区博労町 1-5-6（本社）
　TEL 06-6264-0222
　http://www.nippon-shizai.com

②МＡ布を試料（ジャケット等）に付ける
ウエットクリーニングする試料（洗濯物）であるジャケット
等の背中中央に安全ピン等で留めるか縫い付ける

③試料を自店のウエット工程でクリーニングする
ＭＡ布を付けた試料（洗濯物）を自店のウエットクリー
ニングの工程で洗う

④MA布の糸のほつれを観察する
МＡ布の穴の中央部に向かって、上下左右で押し出され
た糸の数を数える。５つの穴のほつれた糸の合計した数
がМＡ値であり、数値が大きい（ほつれた糸の本数が多
い）ほど洗濯物が受ける機械力が大きいことを示す

⑤各ウエット記号のМＡ値に対応した
　自店のウエットプログラムを作る

МＡ値の結果を元に、各ウエット記号のＭＡ値に対応
した（＝ＭＡ値を上回らない）自店のウエットプログ
ラムを作成する

日本資材が販売しているMA布（24㎝×24㎝）は
１枚あたり 1,600 円（送料込・税込 1,728 円）、
１回で 10枚以上の注文が必要です

①МＡ布を取り寄せる
穴にほつれ等がないか試験前に必ず確認する。
МＡ布は糸がほつれないように丁寧に扱う

MA布（24 ㎝ ×24 ㎝）

試験後のМＡ布のイメージ

５つの穴の上下左右からほつれた糸を合計
すると 72 本なので、МＡ値は 72となる

←この場合、ほつれ
た糸は4本と数える

（切れた糸も含む。
ただし1本につなが
る長さのもののみ）

拡
大
図

クリーニング業者に求められる新 JIS 取扱い表示への対応 vol.5
 

自
店
の
ウ
エ
ッ
ト
処
理
の「
洗
い
」

 

を
検
証
す
る
目
的

　

先
月
号
で
は
、
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

記
号
を
表
示
す
る
た
め
に
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
で
定
め

ら
れ
て
い
る
実
用
機
に
よ
る
試
験
方
法
Ｊ
Ｉ

Ｓ 

Ｌ 

1
9
3
1-

4
の
試
験
条
件
に
つ
い

て
、「
洗
い
～
す
す
ぎ
～
脱
水
」
ま
で
の
工

程
と
参
考
値
と
し
て
洗
濯
物
が
洗
濯
中
に
受

け
る
洗
濯
機
械
力
（
以
下
、
М
Ａ
値
）
を
示

し
ま
し
た
（
ｐ
9
図
表
１
）。

　

ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
水
洗
い

に
よ
る
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
、
お

よ
び
洗
濯
物
の
形
状
な
ど
を
最
終
的
に
適
正

な
状
態
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
な

要
素
と
な
り
ま
す
。

　

ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
記
号
が
表
示
さ

れ
た
製
品
の
ウ
エ
ッ
ト
処
理
で
は
、
各
記
号

に
対
応
す
る
М
Ａ
値
の
上
限
を
超
え
な
い
よ

う
に
処
理
条
件
を
設
定
す
る
こ
と
が
基
本
と

な
り
ま
す
。

　 

М
Ａ
布
を
使
用
し
た

 

自
店
の
ウ
エ
ッ
ト
機
械
力
の
判
定

　

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

備
え
て
行
う
、
自
店
の
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
の
М
Ａ
値
の
判
定
に
は
、
М
Ａ
試
験
布

（
以
下
、Ｍ
Ａ
布
）
を
用
い
ま
す
（
図
表
2
）。

　

こ
れ
は
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
関
す
る
実
用
機
に
よ
る
試
験
方
法
で

洗
濯
機
械
力
を
測
定
す
る
方
法
の
一
つ
と
し

て
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

Ｍ
Ａ
布
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
技
術
研
究
所
製

の
試
験
布
で
す
。
24
㎝
四
方
の
白
布
の
中
央

部
に
直
径
35
㎜
の
円
形
の
穴
が
5
つ
空
い
て

お
り
、
こ
れ
を
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
に
安
全
ピ
ン

等
で
留
め
る
か
縫
い
付
け
て
洗
濯
し
ま
す
。

乾
燥
後
に
穴
の
中
に
ほ
つ
れ
出
た
糸
の
本
数

が
М
Ａ
値
（M

echanical A
ction V

alue

）

で
す
。
5
つ
の
穴
の
糸
の
本
数
を
合
計
し
た

数
が
М
Ａ
値
で
あ
り
、
こ
の
数
値
の
大
小
に

よ
っ
て
洗
濯
に
よ
る
機
械
力
が
評
価
で
き
ま

す
。
Ｍ
Ａ
布
は
、
日
本
資
材
株
式
会
社
が
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
М
Ａ
布
を
自
店
の
方
法
で
ウ
エ
ッ
ト

処
理
（
洗
い
）
し
、
結
果
と
各
ウ
エ
ッ
ト
記

号
の
М
Ａ
値
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
表
示
を

上
回
ら
な
い
洗
い
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し

ま
す
。

　

な
お
、
全
ク
連
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
綜
合
研

究
所
で
は
家
庭
用
洗
濯
機
を
用
い
た
ウ
エ
ッ

ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
М
Ａ
値
の
判
定
に
つ
い

て
Ｃ
Ｌ
Ｖ
21
東
京
展
示
会
の
ブ
ー
ス
で
パ
ネ

ル
展
示
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
本
誌
で
も

検
証
手
順
の
詳
細
や
結
果
に
つ
い
て
紹
介
い

た
し
ま
す
。

 

ウ
エ
ッ
ト
表
示
の「
仕
上
げ
」

 

に
関
す
る
共
通
認
識
に
つ
い
て

　

続
い
て
、ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の「
仕

上
げ
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
記

号
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｌ 

1
9
3
1-

4
に
規
定
さ

れ
た
試
験
を
行
う
か
、
ま
た
は
そ
れ
に
相
当

す
る
知
見
を
持
つ
場
合
に
、
ア
パ
レ
ル
等
の

表
示
者
は
い
ず
れ
か
の
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
記
号
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

先
月
号
で
も
掲
載
し
た
よ
う
に
、
ア
パ
レ

ル
等
の
表
示
者
が

の
表
示
を
し
た
い

製
品
は
、「
家
庭
洗
濯
は
で
き
る
が
、
家
庭

洗
濯
し
た
結
果
、
型
崩
れ
や
シ
ワ
に
な
る
た

め
家
庭
で
の
仕
上
げ
が
困
難
な
製
品
」
で
、

仕
上
げ
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
技
術
や
設
備
が

必
要
な
も
の
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ア
パ
レ
ル
等
の
表
示
者
が

ウ
エ
ッ
ト
記
号
を
付
け
る
た
め
の
試
験
を

行
う
際
に
、
洗
い
の
試
験
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｌ 

1
9
3
1-

4
に
則
っ
て
実
施
で
き
ま
す
が
、

仕
上
げ
の
試
験
に
関
し
て
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
設
備
や
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
表
示
者
の

多
く
が
試
験
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
エ
ッ
ト
記
号
が
付
い
た
衣
類
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
依
頼
さ
れ
る
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
の
設
備
や
技
術
力
は
様
々
で
す
が
、
ウ

エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
記
号
は
日
本
工
業
規

格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
＝
標
準
規
格
）
に
沿
っ
て
付
け

ら
れ
た
記
号
で
あ
る
た
め
、
消
費
者
か
ら
依

頼
さ
れ
た
す
べ
て
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
、

そ
の
記
号
に
対
応
し
た
洗
い
と
仕
上
げ
が
で

き
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
全
ク
連
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
日
本
繊
維
商
品
め
ん
て
な
ん
す
研
究

会
、
一
般
社
団
法
人
日
本
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ケ

ア
協
会
、
一
般
社
団
法
人
繊
維
評
価
技
術
協

議
会
の
4
団
体
が
協
議
し
、
消
費
者
か
ら
依

頼
を
受
け
た
す
べ
て
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業

者
が
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
記
号
に
対
応

し
た
洗
い
と
仕
上
げ
が
で
き
る
こ
と
を
前
提

に
、
ア
パ
レ
ル
等
の
表
示
者
が
ウ
エ
ッ
ト
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
記
号
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要

な
「
仕
上
げ
処
理
の
試
験
条
件
」
を
検
討
し
、

新
た
に
「
標
準
的
な
仕
上
げ
方
法
」
を
策
定

し
【
共
通
認
識
】
と
し
て
い
ま
す（
p
12
図

表
3
）。

　

さ
ら
に
、
こ
の
共
通
認
識
に
も
と
づ
き
、

ウ
エ
ッ
ト
記
号
の
表
示
の
可
否
を
判
断
す
る

た
め
の
試
験
を
受
託
す
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事

業
者
（
＝
ウ
エ
ッ
ト
試
験
受
託
事
業
者
）
に

つ
い
て
、
4
団
体
の
う
ち
繊
維
評
価
技
術
協

議
会
を
除
く
3
団
体
が
依
頼
を
受
け
て
推
薦

し
て
い
ま
す
。

　

ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
仕
上
げ
に
使

用
す
る
機
器
は
、
図
表
3
の
Ａ
に
示
し
た
よ

う
に
人
体
プ
レ
ス
、パ
ン
ツ
ト
ッ
パ
ー
、ウ
ー

ル
プ
レ
ス
機
（
万
能
プ
レ
ス
機
を
含
む
）、

ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
、
の
一
般
的
な
4
機
種

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
イ
ロ
ン
に
よ
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る
仕
上
げ
に
つ
い
て
も
、
各
店
の
技
術
力
に

よ
っ
て
大
き
く
差
が
出
な
い
よ
う
、
主
に
プ

レ
ス
機
に
よ
る
仕
上
げ
が
困
難
な
部
分
に
つ

い
て
、
簡
単
に
で
き
る
修
正
程
度
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
12

月
21
日
（
月
）に
経
済
産
業
省
で
説
明
会
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、「
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
と
現
行

Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
対
比
表
」
お
よ
び
「
消
費
者
向
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
2
種
類
）」
と
共
に
、
４

点
セ
ッ
ト
と
し
て
今
年
の
2
月
頃
に
全
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
関
す
る

 

今
後
の
周
知
活
動
に
つ
い
て

●
ウ
エ
ッ
ト
試
験
受
託
事
業
者
の
対
応

　

ウ
エ
ッ
ト
表
示
が
付
い
た
衣
類
は
、
す
べ

て
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
が
記
号
に
対
応

し
た
洗
い
と
仕
上
げ
が
で
き
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
た
め
、「
ウ
エ
ッ
ト
試
験
受
託

事
業
者
」
に
は
標
準
的
な
仕
上
げ
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
事
業
者
が
推
薦
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
エ
ッ
ト
試
験
受
託
事
業
者
は
、
ア
パ
レ

ル
な
ど
の
表
示
者
や
試
験
機
関
か
ら
依
頼
を

受
け
た
ら
、
共
通
認
識
事
項
に
定
め
ら
れ
た

設
備
の
設
置
状
況
や
仕
上
げ
方
法
、
試
験
結

果
の
報
告
方
法
等
に
つ
い
て
個
々
に
打
ち
合

わ
せ
を
行
っ
て
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

全
ク
連
が
推
薦
し
た
ウ
エ
ッ
ト
試
験
受
託

事
業
者
が
行
う
試
験
の
対
応
手
順
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、10
月
29
日
（
土
）
に
東
京
都
、

11
月
3
日
（
木
）
に
大
阪
府
に
お
い
て
受
託

事
業
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
に
つ
い

て
も
追
っ
て
本
誌
で
報
告
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
全
ク
連
で
は
試
験
機
関
か
ら
の
指

定
で
新
潟
・
東
京
・
愛
知
・
福
井
・
京
都
・

大
阪
・
広
島
の
7
組
合
か
ら
18
名
の
ウ
エ
ッ

ト
試
験
受
託
事
業
者
を
推
薦
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
の
対
応

　

全
ク
連
で
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
部
会
を

中
心
に
、
平
成
27
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度

も
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
取
扱
い
表
示
の
体
系
や
運
用
の

規
則
、
基
本
的
な
考
え
方
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
お
い
て
必
要
と
な
る
対
策
等
に
関
す
る
普

及
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、9
月
20
日
（
火
）
～
21
日
（
水
）

に
開
催
し
た
技
術
部
会
第
１
回
常
任
幹
事
会

で
協
議
し
た
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
関
す
る
講
習
会
の

内
容
を
元
に
、
10
月
末
ま
で
に
開
催
さ
れ
る

各
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
会
議
の
開
催
を
経
て
、
年

度
内
に
全
国
の
組
合
幹
事
が
講
師
と
な
っ
て

組
合
と
共
催
し
た
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
前
述
し
た
と
お
り
12
月
2
日（
金
）

～
4
日
（
日
）
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開

催
す
る
Ｃ
Ｌ
Ｖ
21
東
京
展
示
会
に
お
い
て
新

Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
関
す
る
ブ
ー
ス
展
示
や
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

（
関
連
記
事
ｐ
2
〜
7
）。
本
誌
で
も
展
示
会

の
内
容
を
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
部
会
が
発

行
す
る
「
技
術
情
報
」
で
も
２
０
１
６
年
７

月
号
か
ら
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
関
す
る
よ
り
専
門
的

な
特
集
を
毎
月
連
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆　

◆　

◆

 
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
む
け
た

 

ウ
エ
ッ
ト
の
妥
当
性
の
評
価
と

 

事
前
説
明
の
徹
底

　

以
上
が
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と

し
た
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
動
向
に
関
す
る
概
要
で
す
。

　

ア
パ
レ
ル
等
の
表
示
者
が
行
う
試
験
に
つ

い
て
は
前
述
の
共
通
認
識
を
原
則
に
す
る
べ

き
で
す
が
、
す
べ
て
の
表
示
者
が
こ
れ
ら
を

徹
底
し
、
ウ
エ
ッ
ト
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
記
号
の

適
切
な
使
用
方
法
が
普
及
す
る
ま
で
に
は
相

当
な
期
間
を
要
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事

業
者
に
お
い
て
は
製
品
の
種
類
や
素
材
、
加

工
、
汚
れ
の
種
類
や
程
度
か
ら
ウ
エ
ッ
ト
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い

て
も
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
に
対
し
て
も
ウ
エ
ッ
ト
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
生
じ
る
可
能
性
の
あ

る
不
具
合
等
に
つ
い
て
、
事
前
に
説
明
す
る

こ
と
を
心
掛
け
る
こ
と
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト

ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

12
月
１
日
の
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ
施
行
ま
で
あ
と

１
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
明
ら
か
と
な
る
課
題
も
あ
る
と

予
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
掲
載
し
て
き
た
内
容

を
参
考
に
各
店
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
検

証
や
洗
浄
記
録
を
行
い
、
社
内
で
も
情
報
共

有
す
る
等
、
対
策
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ウ
エ
ッ
ト
表
示
の

可
否
を
判
断
す
る

試
験
・
仕
上
げ
方
法

に
関
す
る
共
通
認
識

・�

ウ
エ
ッ
ト
記
号
は
、
原
則
と
し
て

す
べ
て
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者

が
洗
い
と
仕
上
げ
が
で
き
る
こ
と

を
前
提
に
付
け
ら
れ
る

・�

ウ
エ
ッ
ト
の
仕
上
げ
方
法
に
つ
い

て
、
新
た
に
標
準
的
な
仕
上
げ
方

法
が
策
定
さ
れ
た

・�

各
団
体
に
推
薦
さ
れ
た
「
ウ
エ
ッ

ト
試
験
受
託
事
業
者
」
が
表
示
を

付
け
る
た
め
の
試
験
を
行
う

POINT

図表 3 ウエットクリーニング記号を表示することの
 可否を判断するための試験について

アパレル等の表示者

検査機関

上記の試験が行われていることを前提に
一般クリーニング事業者は次の取扱いをすることが基本になる

3）�人体プレス、パンツトッパー、ウールプレス機のいずれか１機種
もしくは複数の機種を組み合わせて、試験を請け負うクリーニン
グ工場の標準的な条件で仕上げることを基本とする。
アイロンによる仕上げは、主にプレス機による仕上げが困難な脇
縫いのパッカリングの修正などの簡単にできる程度のものとする。

4）�ブラウス、ポロシャツ、Tシャツなどの軽量衣料は、クリーニン
グ師の誰でも簡単にできるような一般的なアイロン仕上げの程度
とする。

5）�試験試料は、縫製品であることを原則とし、最低でも試験を３回
繰り返した結果で判定することが望ましい。

家庭洗濯不可・
ウエットクリーニング可の表示を

付けたい製品を作成

水洗いに対する染色堅ろう度や
収縮率等の基本性能をチェックし、

問題ないことを確認

アパレル等の表示者が結果を確認
表示を決定

「家庭洗濯はできるが、家庭洗濯した
結果、型崩れやシワになるため家庭
での仕上げが困難な製品」であり、
仕上げにクリーニングの技術や設備
が必要なもの

クリーニング
での仕上げが
可能と判断

図表 4
家庭洗濯不可・

ウエットクリーニング可の
表示のための確認試験の

基本的な流れ

＝

【共通認識】　（一部抜粋）

Ａ　ウエット記号の表示の可否を判断するための試験
　　（全ク連を含む３団体が推薦したウエット試験受託事業者）

1）�洗い工程は、ウエットクリーニングの試験条件に従って、乾燥ま
で行う。

2）�試験の仕上げ処理に使用する機器は、人体プレス、パンツトッパー、
ウールプレス機（万能プレス機を含む）、スチームアイロンの４機
種とする。

Ｂ　一般クリーニング事業者の対応
1）�洗いは、ウエットクリーニング記号の試験条件と同等またはそれ
以下の条件で行う。

2）�仕上げは、上記の「ウエットクリーニング記号を表示することの可
否を判断するための試験」を考慮しながら、同等の仕上げまたは独
自の方法で仕上げを行う。

お客様からの依頼

試験依頼

712 700

人体プレス パンツトッパー ウールプレス機

試験依頼
洗いの試験

仕上げの試験
試験受託

報　告

クリーニング
での仕上げが
困難と判断

クリーニング業者
（ウエット試験受託事業者）

3 団体より推薦を受けた事業者が
仕上げ試験を行う


